
令和元年 8月 1日 
 

多治見高校トピックス 多治魂セミナーNo.8  

～昆虫食を通した異文化理解～ 
 

第八回の多治魂セミナーは令和元年７月 23日（月）の放課後に、立教大学の野中健

一教授、南アフリカのノースウエスト大学の Donavan Kruger 博士、名古屋大学４年

生の新開一馬さんをお招きし、開催しました。この３名の先生方に、昆虫食を通した異

文化理解というテーマに沿ってそれぞれお話をしていただきました。 

Dr. Donavan の講演          皆さんに覚えてほしいことは… 

 

野中健一教授の講演   新開一馬さんの講演 

 

＜生徒の感想＞ 

・虫を食べたことはなく、今回の講演を聞くまでは昆虫食にかなり抵抗がありました。

しかし、虫を食べることは自然を知るうえで大切なことという講演を聞いた後に実際に

虫を食べてみて、先生がおっしゃっていた意味が少しわかりました。私も虫を食べる文



化の国に生まれていたら、虫を食べていると思うし、様々な文化をもつ国があることを

再確認しました。 

 

・私は以前に一度だけ虫を食べたことがありました。今回の講演を聞いた後で虫を食べ

て、虫そのままを食べることはまだ抵抗があるけれど、調理した虫は十分おいしく、虫

もおいしく食べられることが分かりました。 

 

・私は虫を食べることに抵抗がありましたが、イナゴとシロアリを食べて、意外におい

しく、なんだか元気になった気がしました。国連食糧農業機構（FAO）が牛肉食を昆虫

食に置き換える運動を行っていることも初めて知り、昆虫食が未来の環境保全に役立つ

かもしれないことも学びました。 

 

カイコの蛹を食べる    南アフリカのモパニワームを食べる 

 

※野中先生はいろいろな本を出版されていま

す。興味がある人はこの夏に読んでみよう。 
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セミナーとは…多治見高校では、生徒

の皆さんに学ぶ面白さを体感してもらうため

に、大学などの研究機関や企業で「熱い思い」を

もって活躍されている方を招いて講演会をしていただいています。このセミナーは、多

治見高校生以外にも近隣の学校からも参加でき、また、質疑応答の時間を長めに取って、

講演者と生徒の皆さんが対話・議論する時間がたっぷりある点が特徴です。 

 

担当：佐賀達矢  


